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タイムズタイムズ

▶今月の表紙

みんなで幸せに
 なろうね
　児童養護施設の子ど
もたちと一緒に作った
絵本『てをつなごう』
を持って、書店で読み
聞かせをする「えほん
deみらい」の高原和樹
さんと永井みさえさ
ん。「みんなで幸せにな
ろうね」。絵本に込めた
願いを伝えている。
 【詳しくは12面へ】
〈撮影・菊地信夫〉

県社協活動推進計画＆県社協活動推進計画＆
平成28年度事業計画・予算平成28年度事業計画・予算

（２～４面）（２～４面）特 集



　暮らしの安心を支える基盤が大きく揺らぎ、福祉・生活問題が多様化、複雑化、深刻化する中、様々な
福祉制度・施策において福祉課題を抱えた一人ひとりへの支援の充実とともに「支え合いの地域づくり」
が共通の課題となっています。誰もが安心して生活できる地域づくりの推進に向け、本会では平成28年度
から31年度までの新しい活動推進計画を策定しました。平成28年度事業計画・予算と併せて紹介します。

地
域
福
祉
の
推
進
に
向
け
て

新
た
な
活
動
推
進
計
画
を
策
定

　

少
子
高
齢
化
の
進
行
な
ど
の
社
会
の
構

造
的
な
変
化
や
、厳
し
い
経
済
雇
用
情
勢
、

所
得
格
差
の
拡
大
、
家
庭
や
地
域
社
会
の

支
え
合
い
の
機
能
の
低
下
等
に
よ
り
、
貧

困
の
連
鎖
や
生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
た
人
々

の
孤
立
な
ど
が
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
福
祉
・
介
護
人
材
の
確
保
、
子

育
て
支
援
や
障
害
の
あ
る
人
の
地
域
生
活

特
集

住民参加と様々な主体の協働による
誰もが安心して生活できる地域づくりの推進
県社協活動推進計画＆平成28年度事業計画・予算

神奈川県社会福祉協議会 活動推進計画（平成28年度～平成31年度）
◆基本理念
　住民参加と様々な主体の協働による誰もが安心して生活できる地域づくりの推進
◆基本目標
Ⅰ　多様な主体の参加による支え合いの地域づくりの推進
　様々な主体の参加のもと、日常生活圏域・市町村域・広域に応じた地域福祉活動の展開
を図ります。また、市町村域を基盤とする権利擁護の体制づくりや生活困窮者、低所得世
帯等の自立支援など、自立した生活を地域で支えるための取り組みを支援します。
Ⅱ　安心して生活できるための福祉サービスの充実
　一人ひとりが安心して生活できるよう、社会福祉法人・施設等と協働し、社会福祉事業
の更なる発展に取り組むとともに、制度の狭間の課題等への対応を進めます。また、福祉
サービスの質の向上に向け、福祉サービスの評価や苦情解決の取り組みを進めます。
Ⅲ　 福祉サービスの質の向上に向けた人材の確保・定着・育成の取り組みの強化
　増大する福祉ニーズに対応し、質の高い福祉サービスが提供されるよう、無料職業紹介
事業をはじめ、社会福祉事業等の人材確保を図るための各種事業に取り組みます。また、
施設・事業所や従事者の研修ニーズに基づいた研修事業の充実を図ります。
Ⅳ　県社協組織・活動基盤の整備
　様々な機関・団体が参加する県域の地域福祉推進組織として、課題の共有化と解決に向
けた情報発信や提言活動等に取り組みます。また、事業を着実に推進するための県社協組
織・活動基盤の整備に取り組みます。
◆重点課題（本計画期間内に様々な関係者とともに重点的に取り組みを進める課題）
１　 生活困窮や制度の狭間の課題を地域で支え合うための新たな協働の推進
２　社会福祉事業等の担い手づくりの推進
３　 社会福祉の推進に向けた拠点（神奈川県社会福祉センター（仮称））の整備

Ⅰ-1-(1)　ボランティア・市民活動の支援
Ⅰ-1-(2)　民生委員児童委員活動との協働
Ⅰ-1-(3)　市町村社会福祉協議会との協働

Ⅰ-2-(1)　権利擁護の体制づくりの推進
Ⅰ-2-(2)　生活困窮者等を地域で支える取り組みの推進
Ⅰ-2-(3)　生活福祉資金貸付事業を通じた自立生活の支援

Ⅱ-1-(1)　社会福祉法人・施設等の専門性を活かした活動の支援
Ⅱ-1-(2)　福祉サービスの評価活動の推進
Ⅱ-1-(3)　福祉サービスの苦情解決の推進【Ⅱ-2-(1)再掲】

Ⅱ-2-(1)　福祉サービスの苦情解決の推進
Ⅱ-2-(2)　権利擁護の体制づくりの推進【Ⅰ-2-(1)再掲】
Ⅱ-2-(3)　生活困窮者等を地域で支える取り組みの推進【Ⅰ-2-(2)再掲】
Ⅱ-2-(4)　生活福祉資金貸付事業を通じた自立生活の支援【Ⅰ-2-(3)再掲】

Ⅲ-1-(1)　福祉人材センター機能の強化
Ⅲ-1-(2)　福祉・介護の仕事の理解促進に向けた取り組みの充実

Ⅲ-2-(1)　福祉人材育成研修の充実
Ⅲ-2-(2)　資格取得支援に向けた取り組みの実施
Ⅲ-2-(3)　福祉・介護事業者等の人材養成の取り組みの支援

Ⅳ-1-(1)　福祉関連団体等との協働の促進
Ⅳ-1-(2)　課題共有・情報発信機能の発揮

Ⅳ-2-(1)　組織・活動基盤の整備
Ⅳ-2-(2)　神奈川県社会福祉センター(仮称）の整備

基本目標 Ⅰ
多様な主体の参加
による支え合いの
地域づくりの推進

基本目標Ⅱ
安心して生活できる
ための福祉サービス
の充実

基本目標Ⅲ
福祉サービスの質の
向上に向けた人材の
確保・定着・育成の
取り組みの強化

基本目標Ⅳ
県社協組織・活動基
盤の整備

（基本目標）
Ⅰ－1
多様な主体による地域
福祉活動の推進

Ⅰ－2
自立した生活を地域で
支える取り組みの支援

Ⅱ－1
社会福祉事業の発展に
向けた法人・施設の活
動の支援

Ⅱ－2
権利擁護と生活支援の
取り組みの推進

Ⅲ－1
福祉・介護人材の確保に
向けた取り組みの強化

Ⅲ－2
福祉・介護事業従事者
等の育成・定着の取り
組みの充実

Ⅳ―1
共通課題の解決に向け
た情報発信機能の発揮

Ⅳ－2
県社協組織・活動基盤
の整備 

（推進項目） （計画事業）
◆計画事業体系

移
行
・
定
着
支
援
の
充
実
な
ど
、福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
供
給
体
制
の
整
備
・
充
実
も
喫
緊

の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
背
景
を
受
け
て
、
生
活
困
窮

者
自
立
支
援
法
や
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

の
新
制
度
、
地
域
包
括
ケ
ア
の
推
進
、
さ

ら
に
社
会
福
祉
法
人
制
度
改
革
や
福
祉
・

介
護
人
材
確
保
の
促
進
に
向
け
た
新
た
な

動
き
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

本
会
で
は
、
福
祉
・
生
活
課
題
の
現
状

や
制
度
・
施
策
の
動
向
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

様
々
な
関
係
機
関
・
団
体
の
参
加
と
協
働

に
よ
り
地
域
福
祉
の
推
進
を
図
る
と
と
も

に
、
取
り
組
み
か
ら
見
え
て
く
る
課
題
を

社
会
に
広
く
発
信
、
提
案
す
る
た
め
、
平

成
28
年
度
か
ら
31
年
度
ま
で
の
目
標
と
具

体
の
事
業
展
開
を
示
し
た
新
し
い
活
動
推

進
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
（
全
文
は
本
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）。

　

本
計
画
の
も
と
、
平
成
28
年
度
よ
り
、

地
域
福
祉
の
推
進
に
向
け
た
さ
ら
な
る
取

り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
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て
、
市
町
村
社
協
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
等
と
の

連
携
や
研
修
支
援
等
を
行
い
ま
す
。

◇
生
活
困
窮
者
自
立
相
談
支
援
事
業
で

は
、
か
な
が
わ
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
事
業
と

協
働
で
研
修
機
会
の
拡
充
や
協
力
法
人
・

企
業
等
と
の
連
携
に
よ
る
様
々
な
就
労
機

会
の
創
出
に
取
り
組
み
ま
す
。

◇
子
ど
も
の
育
ち
や
若
者
の
自
立
支
援
に

取
り
組
む
機
関
・
団
体
の
つ
な
が
り
づ
く

り
や
地
域
の
中
の
居
場
所
づ
く
り
活
動
へ

の
支
援
、
社
会
的
関
心
を
高
め
る
た
め
の

情
報
発
信
等
を
行
い
ま
す
。

◇
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
と
の
連
携

を
図
り
つ
つ
、
生
活
福
祉
資
金
等
の
効
果

的
な
運
用
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
事
例
検

討
会
等
に
よ
り
相
談
支
援
の
ス
キ
ル
向
上

に
取
り
組
み
ま
す
。

3
社
会
福
祉
事
業
の
発
展
に
向
け
た
法

人
・
施
設
活
動
の
支
援

◇
経
営
者
部
会
で
は
、
社
会
福
祉
法
人
が

地
域
ご
と
に
連
携
し
な
が
ら
福
祉
・
介
護

人
材
の
確
保
に
取
り
組
ん
で
い
け
る
よ
う

仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

◇
各
施
設
種
別
協
議
会
で
は
、関
東
ブ
ロ
ッ

ク
大
会
や
各
種
研
修
会
・
セ
ミ
ナ
ー
等
の
開

催
を
通
し
て
、施
設
の
専
門
機
能
の
発
揮
や

サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み

を
進
め
ま
す
。

◇
福
祉
施
設
等
で
自
己
評
価
・
利
用
者
意

向
調
査
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価
等

が
効
果
的
に
活
用
さ
れ
る
よ
う
、
説
明
会

等
で
の
周
知
に
取
り
組
み
ま
す
。

4
権
利
擁
護
と
生
活
支
援
の
取
り
組
み
の

推
進

◇
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
と
適
切
な

利
用
に
向
け
、
苦
情
相
談
に
対
応
す
る
と

と
も
に
、
事
業
者
段
階
で
の
苦
情
解
決
の

取
り
組
み
を
支
援
し
ま
す
。

5
福
祉
・
介
護
人
材
の
確
保
に
向
け
た
取

り
組
み
の
強
化

◇
職
住
近
接
の
傾
向
が
強
い
求
人
・
求
職

の
特
徴
を
踏
ま
え
、
福
祉
・
介
護
の
仕
事

の
理
解
を
深
め
る
啓
発
事
業
と
も
連
携
さ

せ
な
が
ら
、
就
職
相
談
会
等
の
地
域
展
開

事
業
を
拡
充
し
ま
す
。

◇
「
か
な
が
わ
保
育
士
・
保
育
所
支
援
セ

ン
タ
ー
」
を
通
じ
た
潜
在
保
育
士
等
へ
の

就
職
支
援
、「
介
護
福
祉
士
人
材
バ
ン
ク
」

事
業
の
運
営
な
ど
有
資
格
者
の
再
就
労
支

援
等
に
取
り
組
み
ま
す
。

6
福
祉
・
介
護
事
業
従
事
者
等
の
育
成
研

修
の
充
実

◇
全
社
協
推
奨
「
福
祉
職
員
キ
ャ
リ
ア
パ

ス
対
応
生
涯
研
修
課
程
」
を
基
幹
と
し
階

層
別
研
修
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、

福
祉
現
場
の
研
修
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
職
務

別
・
課
題
別
研
修
を
行
い
ま
す
。

◇
介
護
支
援
専
門
員
の
新
た
な
研
修
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
へ
の
対
応
を
進
め
る
と
と
も
に
、

相
談
援
助
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
等
に
つ
い
て

自
主
研
修
事
業
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

7
共
通
課
題
の
解
決
に
向
け
た
情
報
発
信

機
能
の
発
揮

◇
第
２
種
・
第
３
種
正
会
員
連
絡
会
で
は
、

会
員
相
互
の
活
動
上
の
課
題
の
共
有
化
を

進
め
る
と
と
も
に
、
公
開
研
修
会
な
ど
を

通
じ
て
多
様
な
機
関
・
団
体
と
の
協
働
を

進
め
ま
す
。

◇
県
内
で
展
開
さ
れ
て
い
る
様
々
な
地
域

福
祉
実
践
の
情
報
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
発
信

す
る
と
と
も
に
、
分
野
を
横
断
す
る
共
通

課
題
の
解
決
に
向
け
、
政
策
提
言
活
動
に

取
り
組
み
ま
す
。

8
県
社
協
組
織
・
活
動
基
盤
の
整
備

◇
活
動
推
進
計
画
の
着
実
な
実
施
に
向

け
、
会
員
の
加
入
促
進
や
財
源
確
保
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
新
た
な
県
域
拠
点
の

整
備
を
進
め
ま
す
。

（
企
画
調
整
・
情
報
提
供
担
当
）

「苦情解決体制整備状況調
査」を実施します！
　かながわ福祉サービス運
営適正化委員会では、利用者
の権利擁護やサービスの質
の向上に向けて、事業者の苦
情解決体制整備への支援を
進める上で現状や課題等を
把握するための調査を行い
ます（５年毎に
実施）。事業者
の皆様にはご
協力をお願い
します。

福祉・介護人材の資質向上
へ新規研修を開始します！
　福祉研修センターでは、従
事者の研修ニーズを踏まえ、
新たに全国共通「キャリアパ
ス対応生涯研修課程・管理職
員コース」等を開始します。
　本紙５月号付録にて、現任
研修の年間計画をお知らせ

します。ご活
用ください。

平
成
28
年
度
事
業
計
画

1
多
様
な
主
体
に
よ
る
地
域
福
祉
活
動
の

推
進

◇
市
町
村
社
協
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
―

や
関
係
機
関
・
団
体
等
と
連
携
を
進
め
、

災
害
時
に
も
活
き
る
日
頃
か
ら
の
つ
な
が

り
の
強
化
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
セ
ル
フ

ヘ
ル
プ
活
動
へ
の
理
解
の
輪
が
拡
が
る
よ

う
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

◇
民
生
委
員
児
童
委
員
が
活
動
し
や
す
い

環
境
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
情
報
や
課
題
の
共
有
に
向
け

た
取
り
組
み
を
充
実
し
ま
す
。

◇
住
民
主
体
の
支
え
合
い
活
動
の
促
進
に

向
け
、
地
域
診
断
の
モ
デ
ル
実
践
を
通
し

て
、
地
域
の
課
題
を
地
域
で
解
決
す
る
担

い
手
・
活
動
づ
く
り
に
つ
な
げ
る
と
と
も

に
、
そ
の
成
果
や
実
践
手
法
を
県
全
域
に

広
く
普
及
し
ま
す
。

2
自
立
し
た
生
活
を
地
域
で
支
え
る
取
り

組
み
の
支
援

◇
身
近
な
地
域
に
お
け
る
権
利
擁
護
体
制

づ
く
り
や
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
並
び

に
成
年
後
見
制
度
の
利
用
促
進
に
向
け

地域診断で、地域づくり・
人づくりを進めます！
　地域のニーズを原点に、そ
の解決に必要な活動や取り
組みを、地域に暮らすみんな
で考え、創っていく“地域診
断”。その過程は「地域支え
合いの力」を高める源泉とな
ります。県内２地域で実施
し、成果の共有を図ります。
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本会事務局組織の一部変更並びに新常務理事紹介・人事異動（平成28年４月１日付）

総合資金収支予算書（収入総額）　　　　　　　　　　 （単位：千円）
会計及び事業区分、拠点区分 当初予算額 前年度予算額 増　減

総合計（法人全体） 13,800,198 14,659,579 △859,381
１　一般会計 7,334,290 7,658,839 △324,549
（１）社会福祉事業区分 7,008,854 7,324,648 △315,794

社会福祉事業拠点区分 7,008,854 7,324,648 △315,794
（２）公益事業区分 294,637 303,265 △８,628

公益事業拠点区分 294,637 303,265 △８,628
（３）収益事業区分 30,799 30,926 △127

収益事業拠点区分 30,799 30,926 △127
２　生活福祉資金会計 6,465,908 7,000,740 △534,832

生活福祉資金特別会計 6,047,596 6,582,291 △534,695
県単生活福祉資金特別会計 2,776 3,571 △795
生活福祉資金貸付事務費特別会計 260,520 257,996 ２,524
要保護世帯向け不動産担保型生活資金特別会計 125,015 125,002 13
臨時特例つなぎ資金特別会計 30,001 31,880 △１,879

※総合計及び一般会計、社会福祉事業区分、社会福祉事業拠点区分の計上額は内部取引高を含む総額表示

収 入収 入

受託金収入
126,993（1.73%）

助成金収入
6,918（0.09%）

会費収入
122,778（1.67%）

寄附金収入
20,973（0.29%）

積立資産取崩収入
135,610（1.85%）

投資有価証券
売却収入

60,000（0.82%）

経常経費補助金収入
436,046（5.94%）

貸付事業収入
881,394（12.02%）

事業収入
223,997（3.05%）

社会福祉事業
振興資金貸付金
借入金収入
5,054,722
（68.92%）

負担金収入
1,250（0.02%）
受取利息配当金収入
41,821（0.57%）
その他の収入
2,205（0.03%）

生活福祉資金貸付事務
費特別会計繰入金収入
1,000（0.01%）

事業区分間繰入金収入
25,320（0.35%）

サービス区分間繰入金収入
92,381（1.26%）
前期末支払資金残高
100,882（1.38%） 人件費支出

499,294（6.88%） 事務費支出
19,156（0.26%）

事業費支出
462,161（6.37%）
図書頒布事業支出
466（0.01%）

貸付事業支出
1,296,760
（17.86%）

分担金支出
6,703（0.09%）

助成金支出
24,853（0.34%）

負担金支出
8,456（0.12%）

支払利息支出
17,051（0.23%）
法人税、住民税
及び事業税
1,623（0.02%）
固定資産取得支出
2,280（0.03%）

社会福祉事業振興
資金借入金元金
償還支出

4,722,167（65.06%）

投資有価証券
取得支出

10,000（0.14%）

基金積立資産支出
57,965（0.80%）

積立資産支出
12,611（0.17%）

サービス区分間
繰入金支出
92,381（1.27%）

事業区分間
繰入金支出
25,320（0.35%）

支 出支 出

■平成28年度より、総務企画部に「福祉拠点整備担当」を新設します。
　【連絡先】総務企画部　福祉拠点整備担当　〒221－0844　横浜市神奈川区沢渡４－２　神奈川県社会福祉会館２階
　　　　　 ☎045－311－1422　FAX 045－312－6302　Mail soumu＠knsyk.jp
■新常務理事紹介
　石黒敬史が常務理事に就任しました。

※ 平成28年度事業計画・予算書は本会ホームページ（http://www.knsyk.jp/）に掲載しています。

［参考］一般会計の収入・支出内訳
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京浜警備保障株式会社

本　　社　　〒221-0056　横浜市神奈川区金港町5番地10 金港ビル4Ｆ内
　　　　　　　　　　　（045）461－0101 代表　 FAX（045）441－1527

岡 本 誠 一 郎代表取締役社長

一般家庭から大型ビルまで
最新のエレクトロ技術によ
り安心と安全を提供します。
防犯カメラや新型ＡＥＤも
取扱っております。

高齢者や身体の不自由な方の為の
【緊急通報サービス】を当社では格
安で提供しております。
関心のある方や希望される方はお
気軽にお問い合わせ下さい。

民生委員児童委員民生委員児童委員ですです

　現在の民生委員制度へと続く済世顧問制度が大正６
（1917）年に岡山県で創設され、平成29（2017）年で100周
年という大きな節目を迎えます。百年という長い年月は
流れましたが、地域や制度の狭間で孤立している住民の
身近な相談役として活動している民生委員児童委員（以
下、民生委員）の基本的な役割は今も変わりません。
　たとえば、日常的に見守りが必要な高齢者の情報を把
握すれば、昼食会のちらしを渡す際にその方に変わりは
ないかと声をかけたり、子育てサロン活動のスタッフと
して関わりながら、その親子の表情がいつもと違わない
かと気にかけたりします。このように、民生委員は地域
の人々の暮らしに寄り添い、住民の立場に立って活動し
ています。
　神奈川県、横浜市、川崎市、相模原市民生委員児童委員
協議会を構成員とする本会民生委員児童委員部会では、
この100周年を大きな機会ととらえ、「民生委員の声」を広
く発信することにしました。
　地域福祉推進に関わる関係機関・団体の皆さんが、具体
的な民生委員像を描くきっかけとなり、民生委員にとっ
ても、改めて自身の役割を再確認する機会になればと企
画しました。民生委員活動を通し、何を感じ、考え、学
び、地域の課題をどのようにとらえ、関係機関・団体につ
なげたか等、「民生委員活動から見えた、わたしの地域」
という視点を織り交ぜながら、５月号から寄稿いただき
ます。ご期待ください。

日頃の思いや考えなど、生の声を伝えます
こ
ん に ちは

!

　神奈川県内では、11，442名の
民生委員児童委員が活躍してい
ます。（平成27年12月１日現在）

　民生委員の基本的態度や活動目標を簡潔に示した
ものが次の「民生委員児童委員信条」です。この信
条のもとは、昭和26年に制定されました。その後、
表現や文言について今日的な言い回しに改められ、
現在の信条となっています。
　民生委員の基本的な姿勢は制定当初と変わりませ
ん。「隣人愛をもって」活動する姿勢は、昔も今も変
わらず、これからの民生委員にも脈々と受け継がれ
ていきます。

いつも心に留めている
民生委員児童委員信条

平成29年で民生委員制度
が100周年を迎えます！

一、 わたくしたちは、隣人愛をもって、社会
福祉の増進に努めます。

一、 わたくしたちは、常に地域社会の実情を
把握することを努めます。

一、 わたくしたちは、誠意をもって、あらゆ
る生活上の相談に応じ自立の援助に努め
ます。

一、 わたくしたちは、すべての人々と協力し、
明朗で健全な地域社会づくりに努めます。

一、 わたくしたちは、常に公正を旨とし、人
格と識見の向上に努めます。

民生委員制度創設100周年
シンボルマーク

（生活支援担当）
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改
正
社
会
福
祉
法
が
公
布

　
　
　
　
　
　
　
　

〜
社
会
福
祉
法
人
制
度
の
改
革
等

障
害
者
差
別
解
消
法
が
施
行

 

〜
互
い
を
認
め
合
い
、
共
に
生
き
る
社
会
へ

　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
株
式
会
社
や
Ｎ
Ｐ

Ｏ
な
ど
多
様
な
主
体
の
参
入
が
進
み
、

社
会
福
祉
法
人
の
在
り
方
が
問
わ
れ
る

中
、
公
益
性
と
非
営
利
性
の
徹
底
と
説

明
責
任
の
遂
行
、
地
域
社
会
へ
の
貢
献

を
主
と
す
る
社
会
福
祉
法
人
制
度
改
革

を
盛
り
込
ん
だ
改
正
社
会
福
祉
法
が
第

１
８
９
国
会
で
成
立
し
ま
し
た
。

社
会
環
境
に
伴
う
福
祉
ニ
ー
ズ
に
応

え
、
利
用
者
の
権
利
擁
護
や
生
活
の
質

の
向
上
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
今

回
の
改
正
に
よ
り
、
社
会
福
祉
法
人
の

固
有
性
が
明
確
化
さ
れ
、
地
域
に
根
差

し
た
取
り
組
み
が
更
に
広
が
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

 

（
企
画
調
整
・
情
報
提
供
担
当
）

　

障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
、
そ
の

人
ら
し
さ
を
認
め
合
い
な
が
ら
、
共
に

生
き
る
社
会
を
つ
く
る
こ
と
を
目
指
し
、

障
害
の
あ
る
人
へ
の
「
不
当
な
差
別
的

取
扱
い
」
の
禁
止
と
「
合
理
的
配
慮
の

提
供
」
を
求
め
る
「
障
害
を
理
由
と
す

る
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」

（
障
害
者
差
別
解
消
法
）が
平
成
28
年
４

月
１
日
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

差
別
の
禁
止
と
合
理
的
配
慮

　
「
不
当
な
差
別
的
取
扱
い
」の
禁
止
と

は
、
行
政
機
関
、
企
業
や
店
舗
等
の
事

業
者
が
障
害
の
あ
る
人
に
、
正
当
な
理

由
な
く
、
障
害
を
理
由
に
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
を
拒
否
し
た
り
、
提
供
に
際
し
て

場
所
や
時
間
帯
な
ど
を
制
限
す
る
こ

と
、
障
害
の
な
い
人
に
は
つ
け
な
い
条

件
を
つ
け
る
な
ど
の
差
別
を
す
る
こ
と

を
禁
止
す
る
も
の
で
す
。
具
体
例
と
し

て
は
障
害
を
理
由
と
し
て
学
校
の
受
験

や
入
学
を
拒
否
し
た
り
、
介
助
者
同
伴

で
な
い
と
入
店
さ
せ
な
い
等
の
事
項
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
「
合
理
的
配
慮
の
提
供
」と
は
障
害
の

あ
る
人
か
ら
、
社
会
の
中
に
あ
る
バ
リ

ア
を
取
り
除
く
た
め
に
対
応
（
例
：
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
補
助
の
た
め
の
機

器
や
介
助
用
品
の
利
用
）
を
必
要
と
し

て
い
る
と
の
意
思
が
伝
え
ら
れ
た
時
に
、

過
重
な
負
担
に
な
ら
な
い
範
囲
で
対
応

す
る
（
事
業
者
に
お
い
て
は
対
応
に
努

め
る
）
こ
と
を
求
め
る
も
の
で
す
。

法
の
対
象
は
広
く
、
皆
が
関
わ
る
も
の

　

こ
の
法
律
で
い
う
障
害
者
と
は
障
害

者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
人
に
限
り
ま
せ

ん
。
心
や
体
の
は
た
ら
き
に
障
害
が
あ

る
人
で
、
障
害
や
社
会
の
中
に
あ
る
バ

リ
ア
に
よ
っ
て
日
常
生
活
や
社
会
生
活

に
相
当
な
制
限
を
受
け
て
い
る
人
す
べ

て
が
対
象
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

事
業
者
と
は
、
会
社
や
お
店
な
ど
同
じ

サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
繰
り
返
し
継
続
す
る

意
思
を
持
っ
て
行
う
人
た
ち
で
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
等
も
含
む
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
障
害
の
あ
る
人
の
差
別
の

解
消
は
社
会
で
暮
ら
す
全
て
の
人
が
関

わ
り
、
取
り
組
む
も
の
で
す
。

　

差
別
や
偏
見
の
背
景
の
一
つ
に
理
解

不
足
が
あ
り
ま
す
。
障
害
の
あ
る
人
の
意

思
や
意
向
を
丁
寧
に
確
認
す
る
こ
と
、日

常
の
中
に
あ
る
バ
リ
ア
の
解
消
に
必
要
な

こ
と
を
地
域
で
皆
が
一
緒
に
考
え
、
一
人

ひ
と
り
が
行
動
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

ま
す
。 （
企
画
調
整
・
情
報
提
供
担
当
）

社
会
福
祉
法
人
制
度
改
革

の
概
要

　

制
度
改
革
の
概
要
は
大

別
す
る
と
運
営
の
透
明
性

の
向
上
と
財
務
規
律
の
強

化
と
、
改
正
法
で
「
無
料

ま
た
は
低
額
な
料
金
に
よ

る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
（
地
域

公
益
活
動
）
の
提
供
を
社

会
福
祉
法
人
の
責
務
と
す

る
」
と
明
記
さ
れ
た
、
地

域
に
お
け
る
公
益
的
な
取

り
組
み
の
責
務
化
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
【
表
を
参
照
】。

　

社
会
福
祉
法
人
は
昭
和

26
年
の
制
度
創
設
以
来
、

今
日
ま
で
福
祉
サ
ー
ビ
ス

供
給
確
保
の
中
心
的
な
主

体
と
し
て
、
そ
の
時
々
の

厚労省「社会・援護局関係主管課長会議資料（平成28年３月３日）」より引用
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－社会福祉施設の設計監理－
株式
会社安江設計研究所
東京都港区高輪 2 －19－17－808
Te l  0 3（3449）1771㈹／ Fax  0 3（3449）1772
E‒Mail yasue@yasue-sekkei.co.jp
URL http://www.yasue-sekkei.co.jp/

新築・増築・改修の他、耐震診断・建物定期報告・
アスベスト調査等お気軽にご相談ください

2016年1月26日～2月25日

横
浜
弁
護
士
会
が
「
神
奈
川
県
弁
護
士
会
」
に
変
わ
り
ま
す

　

横
浜
弁
護
士
会
は
平
成
28
年
４
月
１

日
か
ら
「
神
奈
川
県
弁
護
士
会
」
へ
名

称
を
変
更
し
ま
し
た
。

　

神
奈
川
県
弁
護
士
会
は
、明
治
13（
１

８
８
０
）
年
６
月
27
日
、
横
浜
代
言
人

組
合
と
し
て
発
足
し
、
弁
護
士
法
の
施

●EPA　外国人介護福祉士　訪問系
サービスを追加の方向
　厚労省は２月26日、経済連携協定
（EPA）による外国人介護福祉士の活躍
を促進するための具体的方策について、
「外国人介護人材受入れの在り方に関す
る検討会」に示した。介護福祉士の資格
を取得した外国人が就く介護事業に訪問
系サービスを追加することが柱。

●厚労省調査　特養の10％が看取りの
予定なし
　厚労省の「2015年度介護報酬改定の効
果検証及び調査研究に係る調査」で、特
別養護老人ホームの76％が看取り期に
入った利用者を看取っている一方で、
10％は今後も看取りを行う予定はないこ
とが分かった。調査は利用者の医療ニー
ズに適したサービスを検討するため、介
護保険施設等を対象に行われ、特養は798
施設が回答した。

●厚労省　児相の体制強化へ
　厚労省は３月16日、社会保障審議会児
童部会に児童福祉法等の改正案を示し
た。児童福祉司に国の基準を満たした研
修受講の義務化、児相に保健師等の専門
職や児童福祉司のスーパーバイザーの配
置等を盛り込んだ。「児童相談所体制強
化プラン」（仮称）を策定する予定。

●横須賀市　退院後の在宅療養支援に向
けた仕組みづくりへ
　横須賀市は、退院後に在宅療養生活へ
スムーズに移行できるよう、平成28年度
に病院側と在宅療養支援関係者らによる
ワーキング・グループを立ち上げる。退
院前カンファレンス等の仕組みづくりを
進める。

行
に
よ
り
、
明
治
26
（
１
８
９
３
）
年

５
月
１
日
に
横
浜
弁
護
士
会
と
な
り
、

１
２
３
年
の
時
を
経
て
、
こ
の
度
、
神

奈
川
県
弁
護
士
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
県
民
の
皆
様
が
利
用
し

や
す
い
法
律
相
談
を
は
じ
め
、
法
的

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
法
律
問
題
で
お
悩
み
の
方
は
、
ぜ

ひ
神
奈
川
県
弁
護
士
会
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

法
律
相
談
、
法
教
育
、
人
権
擁
護
活

動
と
い
っ
た
当
会
の
活
動
に
つ
い
て
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

 

（
神
奈
川
県
弁
護
士
会
）

■ みまもりダイヤル
　（高齢者・障がい者向け）
虐待、財産管理、成年後見、
債務、消費者被害、相続、遺
言に関する法律相談です。
☎045－211－7720

■ 遺言・相続お悩みダイ
ヤル

遺言、相続に関する法律相談
です。
☎045－211－7719

■子どもお悩みダイヤル
学校問題（いじめ、不登校）、
児童虐待、非行問題、犯罪被
害等、子どもの人権に関する
法律相談です。
☎045－211－7703

神奈川県弁護士会で
行っている

無料電話法律相談
高齢者、障がい者、子どもの
人権に関する相談

受付時間（平日）
９：30～12：00、
13：00～16：30

https://www.kanaben.or.jp/
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❖５月中旬くらいまでがベストシーズン

　横須賀市にある走水海岸のアサリは、近くの水源地
から流れ込んだ良質の湧き
水によって育つので、味が
よいと評判です。潮干狩り
場は４月上旬から８月下旬
まで開放され、ゴールデン
ウィークくらいまでがいち
ばんよく採れます。そばに
は岩場があり、魚やカニな
ども見つけられるので、子
どもたちは磯遊びもできて
大喜びです。
　川崎市にある東扇島東公
園かわさきの浜にも、天然のアサリが自生していま
す。潮干狩り場は一年中開放され、３月中旬から５月
中旬くらいまでがもっともおいしいアサリが採れる時
期です。公園内にはバーベキュー広場があり、潮干狩
りとともにゆっくりと過ごすのもおすすめ。バーベ
キューは予約制なので事前に申し込んでおきましょう。

❖ おいしく食べるには
しっかり砂抜きすること

　アサリはていねいに砂抜きしてから調理しないと、
食感や風味を損ないます。持ち帰るときにクーラー
ボックスやペットボトルなどに海水と一緒に入れ、２
時間から４時間置くと砂抜きができます。
　すぐに食べきれない場合は、砂抜きした後に海水を
きって袋に入れ、冷凍すれば日持ちします。冷凍した
アサリを味噌汁などに調理するときは、解凍したり水

から煮たりすると口を開かないことが多いので、沸騰
した湯にそのまま入れましょう。
　潮干狩りに適した日は、各ホームページにカレン
ダーが載っているので、確認してからお出かけくださ
い。濡れてもいいように子どもの着替えも忘れずに。

　春になり、身を大きく成長させたアサリが
旬を迎えています。気温も上昇し、潮干狩りの
お出かけにぴったりの季節です。
　そこで今回は、県内で潮干狩りができる横
須賀の走水海岸と川崎の東扇島東公園かわさ
きの浜を紹介します。潮干狩りは子どもも大
人も一緒に楽しめるうえ、採ったアサリを味
わうこともでき、そのおいしさは格別です。

親子で潮干狩りに出かけよう！

◎ このコーナーでは、子育てや障害、認知症・介護当事者の目線から、普段の暮らしに役立つ「おすすめ」なものを紹介します。

❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ 

今月は
　⇨ ＮＰＯ法人　ままとんきっず

がお伝えします!

　今年で子育て支援活動24年。お母さんたちが主体とな
って、親子が集うサロン、グループ保育、各種講座、産後
サポート、子育て支援センターなどを運営。情報誌・単行
本の発行物は40冊を超え、一部は海外でも翻訳出版。2015
年末、高齢者の共同生活型住宅に隣接する新事務所に移
転。子育て世代とシニア世代が交流できるコミュニティ
ーづくりで地域の活性化を目指し、活動の場を広げている。

〈連絡先〉川崎市多摩区布田24－26
　　　　 （JR南武線中野島駅から徒歩７分）
☎044－945－8662　 FAX 044－944－3009
URL http://www.mamaton.jpn.org/

親子での潮干狩り。自分で採
ったアサリの味は格別

※ 潮干狩りでは幅15㎝以上の熊手などの貝採り用具の使用、殻

の長さ２㎝以下のアサリの採取は禁止です。

■ 走水海岸
料金　 中学生以上２㎏まで1200

円、小学生１㎏まで600

円、幼児無料。熊手レン

タル１日100円

アクセ ス　京急線馬堀海岸駅か

ら京急バス「観音崎行き」

で「伊勢町停留所」で下車、徒歩２分

問い合 わせ　あさり部会　☎090－2911－5419
URL http://members2.jcom.home.ne.jp/motoiya/siohigari.html

■ 東扇島東公園かわさきの浜
料金　 無料。アサリの採取は１

人１日２㎏まで

アクセ ス　JR川崎駅から市営バ

ス「東扇島循環」で「東扇

島東公園前停留所」で下

車、徒歩３分

問い合 わせ　東扇島東公園管理事務所　☎044－288－5523
URL http://www.city.kawasaki.jp/580/page/0000001282.html

務所 044 288 5523
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　福祉最前線
̶現場レポート̶

◎ このコーナーでは県内各地の福祉関連の当
事者・職能団体等の方々から日ごろの取り
組みをご寄稿いただきます。

　介護保険を利用していないおひとり暮らしや、日中独
居の高齢者の方の居場所が少ないと、介護保険事業や給
食サービスの事業を通して感じていました。そこで、当
時、おひとり暮らしだった齋藤さんが、施設に入所される
のをきっかけに、齋藤さんのご厚意でお宅をお借りし、
どなたでもいらしていただける、地域のお茶の間「さいと
うさんち」を平成24年８月にオープンしました。
　参加費は300円。お飲み物のほかに、カレーライスとサ
ラダ、デザートのお食事も用意しています。オープンし
てみると、高齢者の方だけでなく、赤ちゃんを連れた親子
の利用もあり、高齢者だけでなく親子の居場所の必要性
を感じました。「さいとうさんち」では、高齢者と赤ちゃ
んを連れた若いママたちとの世代を超えた交流が自然と
生まれ、赤ちゃんは高齢者の元気の元になり、ママたちは
高齢者の方が赤ちゃんを可愛がってくれることで、ほっ
と息抜きができる優しい空間となっています。
　古い日本家屋で狭い空間ですが、その雰囲気と食事が
心を和ませてくれます。そのせいか、何度か足を運んで

くれるうちに、悩んでいることや心配していること、今ま
で話せなかったことなどを話していかれます。私たちス
タッフは、それを受け止められるように傾聴ボランティ
ア講座を受講し、安心してお話が聴ける体制を整えまし
た。そして、お聞きした内容は、必要に応じて関係機関や
制度につなぎ、関係機関との連携を計っています。
　また、活動をしている中で、子ども・若者の課題がク
ローズアップされ、その課題解決のために、夕方から開
く、ほんそん子ども食堂「いただきます」を平成27年11月
に、地域の教会をお借りしてオープンしました。子ども
食堂は、毎回、多くの親子と大学生、地域のボランティア
でにぎわっています。
　少子高齢化が進む今、このような、地域の人たちで支え
あう仕組みづくりが求められています。地域にはさまざ
まな方がいて、いろんな経験や専門性をもっています。
わざわざ行政などの相談窓口まで行かないまでも、その
経験や専門性は、どなたかの役に立っていきます。それ
をつないでいけるのが、居場所だと思います。高齢者や
親子連れが気軽に歩いて行ける範囲に、たくさんの居場
所ができる事を願ってこれからも活動をしていきます。

どなたでもいらしていただける地域のお茶の間

　地域のお茶の間研究所さろんどては、平成24年より、茅ヶ崎市
新栄町の空き家を借りて、どなたでもいらしていただける、地域の
お茶の間「さいとうさんち」を運営している団体です。昨年11月か
ら子ども食堂の運営も始めました。
〈連絡先〉☎080－5536－8096　Mail saitosanchi822@yahoo.co.jp
　　　　Facebookページ　https://www.facebook.com/Saitousanchi/

地域のお茶の間研究所さろんどて
 代表　早川仁美
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生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
る
人
た
ち
の
自
主
的
な
活
動
を
支
え
る

〜
セ
ル
フ
ヘ
ル
プ
・
グ
ル
ー
プ
支
援

性
を
生
か
し
な
が
ら
、
セ
ル
フ
ヘ
ル
プ
・

グ
ル
ー
プ
活
動
の
促
進
に
向
け
て
本
格
的

な
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。
具
体
に
は
、

グ
ル
ー
プ
が
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
に
利
用
で
き

る
相
談
室
や
メ
ー
ル
ボ
ッ
ク
ス
、ロ
ッ
カ
ー

等
の
提
供
、
セ
ル
フ
ヘ
ル
プ
・
グ
ル
ー
プ

に
関
連
す
る
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
や
個
別
相

談
、
グ
ル
ー
プ
に
関
す
る
情
報
収
集
と
情

報
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
４
月
現
在
、
相
談
室
利
用
は

38
グ
ル
ー
プ
、
ロ
ッ
カ
ー
・
メ
ー
ル
ボ
ッ

ク
ス
利
用
は
11
グ
ル
ー
プ
の
計
49
グ
ル
ー

プ
が
本
会
に
登
録
し
て
い
ま
す
。【
左
表
参

照
】

　

現
在
、
登
録
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
へ
の

参
加
に
関
す
る
こ
と
や
、セ
ル
フ
ヘ
ル
プ
・

グ
ル
ー
プ
と
し
て
す
で
に
活
動
し
て
い
る

方
、
こ
れ
か
ら
グ
ル
ー
プ
を
立
ち
上
げ
た

い
方
か
ら
の
ご
相
談
も
お
受
け
し
て
お
り

　

セ
ル
フ
ヘ
ル
プ
・
グ
ル
ー
プ
と
は
、

共
通
の
悩
み
や
問
題
を
抱
え
る
人
や
そ

の
家
族
が
、
当
事
者
自
ら
の
力
を
発
揮

し
て
、
そ
の
生
き
づ
ら
さ
に
向
き
合
い
、

専
門
職
や
支
援
者
と
も
関
わ
り
な
が

ら
、
自
主
的
・
主
体
的
に
活
動
す
る
グ

ル
ー
プ
で
す
。
同
じ
生
き
づ
ら
さ
を
抱

え
る
人
同
士
だ
か
ら
こ
そ
想
い
を
分
か

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
地
域
福
祉
推
進
担
当
）

　本会ホームページで
は、本会登録セルフヘル
プ・グループの活動日等
の情報や、セミナー情報
などを紹介しています。
　当事者以外の参加を歓
迎している活動もありま
す。
　ぜひセルフヘルプ・グ
ループにご参加くださ
い！

ち
合
う
こ
と
の
で
き

る
大
切
な
場
と
し

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
場

所
で
実
に
た
く
さ
ん

の
グ
ル
ー
プ
が
活
動

し
て
い
ま
す
。

　

本
会
か
な
が
わ
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
で
は
、
平
成
14

年
度
に
セ
ル
フ
ヘ
ル

プ
活
動
の
支
援
拠
点

を
設
置
し
、
平
成
15

年
度
よ
り
、
相
談
・

情
報
提
供
機
能
な

ど
、
広
域
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
と

し
て
の
機
能
を
明
確

に
し
、
か
な
が
わ
県

民
セ
ン
タ
ー
の
利
便

◆かながわボランティアセンター登録グループ（公表グループのみ記載しています）
・セルフヘルプ相談室を利用しているグループ

グループ名 概　　　　　要

１ 被害者支援自助グループ「ピア・
神奈川」 犯罪や事故などで突然命を奪われた被害者支援

２（Ｎ）あではで神奈川 発達障害を持つ子の親と成人本人の会
３ 火曜ナラノンファミリーグループ 身近な人などの薬物依存症の影響を受けている人の集まり

４ ACoA横浜 アルコール依存など機能不全家庭で育った影響からの回復
をめざす

５（公社）日本オストミ－協会神奈川支部
ストーマ（人工肛門・人工膀胱）保有者とその家族と関係
者の会

６ 横浜断酒新生会 アルコール依存症者とその家族の自助グループ
７ 横浜げんき会 精神障がい者をもつ兄弟姉妹の会
８ MKK（精神保健を考える会） 心病む人の家族の会

９ 脳損傷による遷延性意識障がい者
と家族の会　わかば 遷延性意識障がい者の家族会

10 ペンタスの会 皮膚筋炎・多発性筋炎とそれに類する疾患患者会
11 あけぼの神奈川 乳がん患者の会
12 （Ｎ）よこはま言友会 吃音者のグループ
13 あんじゅ 自死で子どもを喪った親の自助・他助グループ
14 SCA横浜グループ 性的強迫症からの回復を目指す自助グループ

15 Bipolar－Quest神奈川県双極性障害の会 双極性障害当事者の会

16 虹のかけはし 自死で家族を喪った本人の集い
17 やすらぎ 介護を必要とする親を支える家族の会

18 FT／MX FTM、FTX及び性別に何らかの違和感を感じる女性のた
めのグループ

19 AAビッグブック横浜グループ アルコール依存症からの回復を目指す自助グループ
20 ACAかながわ 機能不全家庭で育った成人の共同体

21 （Ｎ）アレルギーを考える母の会 ぜん息・アトピー性皮膚炎・鼻炎・結膜炎・食物アレルギ
ー・花粉症などアレルギー性疾患本人・家族の会

22 生活の発見会　横浜夜間懇談会 森田療法についての勉強と神経症の回復のための話し合い。
23 SAよこはまグループ 性依存症者本人の自助グループ

24 （公社）認知症の人と家族の会神奈川県支部
認知症の人と家族が互いに励まし合い、助け合おうとする
グループ

25 ピアサポートよこはま がん体験者によるがん患者、家族への相談支援
26 ギャマノンみなと横浜グループ ギャンブル依存症者の家族・友人のための自助グループ
27 ACoA横浜土曜 アダルトチルドレンの回復を目指す本人のためのグループ
28 そよ風の向こうに～ 自死遺族の語らいの会

29 神奈川県重症心身障害児（者）を守る会 重症心身障害児・者及びそのご家族の支援

30 HSPネットワーク ささいな事で動揺してしまう人たち本人のグループ

31 フルリール 発達障害（アスペルガー症候群、ADHD等、未診断含む）
のパートナーを持つ人たちのグループ

32 レインボーグループ 薬物依存を抱えるゲイ・バイ・レズ・トランスジェンダー
の当事者会

33 （Ｎ）SpesNova がん患者支援のサポートグループ
34 愛着障害の会　いっぽ♪いっぽ♪ 愛着障害当事者会

・ロッカー・メールボックスを利用しているグループ
グループ名 概　　　　要

１（Ｎ）CRIATIVOS－HIV・STD関連支援センター 在日ラテンアメリカ人への健康福祉支援活動

２ CS和の会～化学物質過敏症の仲
間たち 化学物質過敏症発症者本人の会

３ 全国筋無力症友の会神奈川県支部 重症筋無力症の患者・家族の会
４ KHJ神奈川　虹の会 神奈川県を中心に引きこもりの子どもを持つ親の会
５ 神奈川県失語症友の会連絡協議会 失語症者本人の会

６ 神奈川県網膜色素変性症協会
（JRPS神奈川）

網膜色素変性症の患者会です。患者・家族、研究者、支援
者で構成。

７ OCD-Kanagawa 強迫症の当事者と家族の集まり
 神奈川県社協　セルフヘルプ 検索 
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　本会では、事業所サービスへの満足
度をはかる利用者アンケート調査を実
施しています。
　利用者の率直な声が得られ、職員の
意識改革やモチベーションアップにつ
ながると好評をいただいています。
　詳しくはHPを参照ください。
　 http://knsyk.jp/s/soudan/mado
guchi_houjin_kit.html

役員会の動き
◇理事会＝３月14日（月）①正会員の
入会申込②苦情解決事業第三者委
員の選任③事務局の組織及び職制
等に関する規程の一部を改正する
規程（案）④職員給与規程の一部を
改正する規程（案）⑤県社協活動推
進計画（案）⑥福祉の県域拠点とし
ての神奈川県社会福祉センター
（仮称）の整備方針（案）⑦平成28年
度事業計画並びに収支予算書（案）
⑧理事候補者の推薦
◇評議員会＝３月25日（金）①県社協
活動推進計画（案）②平成28年度事
業計画並びに収支予算書（案）③福
祉の県域拠点としての神奈川県社
会福祉センター（仮称）の整備方針
（案）④理事の選任

新会員紹介
【経営者部会】（福）つくし会、（福）幸
友会、（福）愛成会、（福）高津百春
会、（福）仁正会

【施設部会】キッズビレッジつくし
保育園、新鶴見にこにこ保育園、
小倉にこにこ保育園、川崎こども
心理ケアセンターかなで、特別養
護老人ホームちくぶ坂下ホーム、
横浜市滝頭地域ケアプラザ、特別
養護老人ホーム愛成苑、メリーポ
ピンズ ラスカ茅ヶ崎ルーム、特別養
護老人ホームおだかの郷

【第三種正会員】（公財）かながわ健
康財団

福祉人材センターからのご案内
◇「介護福祉士人材バンク」への届
出事業がはじまります
　介護福祉士の資格があり、現在就
労していない方にかながわ福祉人
材センターへお名前や連絡先など
を届けていただき、今後福祉・介
護の仕事の就労支援に関する情報
提供等を行う「介護福祉士人材バ
ンク」事業を開始しました。
◇届出方法＝「かながわ福祉人材セ
ンターホームページ」から登録
フォ―ムに必要事項を入力※かな
がわ福祉人材センター窓口にて所
定用紙による届出もできます。
◇届出先・問合先=かながわ福祉人
材センター
　☎045-312-4816
　URL http://www.kfjc.jp/

　福祉人材センターのホームページ
が新しくなりました。届出事業のほ
か、求人求職者へ向けた情報提供を
行います。

寄附金品ありがとうございました
【ともしび基金】葛の湯、脇隆志、
（福）恩賜財団済生会平塚病院、県
情報公開課

【子ども福祉基金】荒谷昭子
【交通遺児援護基金】横浜ビルシス
テム（株）、（一社）神奈川県自動車
会議所
 （合計3,236,050円）
【寄附物品】神奈川県定年問題研究
会、新田小学校２年生、松田武、
伊原順子、東京海上日動火災保険
（株）神奈川支店平塚支社、（株）ツ
ルハホールディングス・クラシエ
ホールディングス（株）

【ライフサポート事業】
　〈寄附金〉（一社）生命保険協会
　〈寄附物品〉ウェルシア薬局㈱、神
奈川県医療福祉協同組合
 （いずれも順不同、敬称略）

県内の介護老人保健施設へ車いすを寄贈いた
だき、㈱ツルハ関東店舗運営本部　三浦和之
副本部長（右）に感謝状を贈呈

（一社）生命保険協会より、ライフサポート事
業にご寄附いただき、平木正一事務局長（右）
へ感謝状を贈呈

福祉サービス利用者意向調査キット
をご活用ください

NHK－FM放送のご案内
　NHK－FM（横浜81.9MHz／小田原
83.5MHz）「お昼前のお知らせ」で本
会事業を紹介します。ぜひご視聴く
ださい。

【問合先】
企画調整・情報提供担当
　☎  045－311－1423
　FAX 045－312－6302

日時：①５月10日（火）
　　　②５月31日（火）
　　　午前11時50分～55分
内容：①民生委員児童委員活動について
　　　②福祉サービス第三者評価活動について

「平成27年度萬谷児童福祉基金
入学支度金交付事業」選考決定
　県内の児童養護施設等に在籍または
里親に養育されている児童を対象に、４
年生大学・短期大学・専門学校へ入学す
る際の支度金を支給しています。助成委
員会による選考の結果は次の通りです。

◇申請者数　12人
　 （児童養護施設９人、里親２人、福祉
型障害児入所施設１人）
◇交付者数　９人
　 （児童養護施設７人、里親２人）
◇交付額　270万円（各30万円）

【問合先】地域福祉推進担当
　☎045‒312‒4813　FAX 045‒312‒6307
　Mail tiiki@knsyk.jp
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ご意見・ご感想をお待ちしています！

かながわ
情報ほほっとっと

バックナンバーはHPから
検索 神奈川県社協

医療・福祉界の健全発展に資することが私たちの使命です。
医療・福祉業界の皆様が抱える様々な問題の解決に向けて、
経営コンサルティング・税務会計・会計監査などの専門サービスを
総合的に提供できる体制を整備しております。　

福祉施設の皆様が地域のニーズに応え、時代や政策に適切に対応できる
ようご支援します。ご気軽にご相談下さい。

◆福祉経営・医業経営コンサルティング
◆福祉施設・医療機関への人事コンサルティング
◆福祉施設・医療機関に特化した税務会計・代行　
◆福祉施設の第三者評価事業　など

川原経営グループ　
（株）川原経営総合センター／税理士法人川原経営

東京都中央区銀座８－１１－１１ＴＫ銀座８丁目ビル
TEL（03）3572－3051　E-mail：info@kawahara-group.co.jp
ＵＲＬ：http://www.kawahara-group.co.jp/
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「
き
み
も　

も
し
か
し
た
ら
ひ
と
り

ぼ
っ
ち
で　

よ
わ
む
し
か
も
し
れ
な
い

け
ど　

み
ら
い
に
は　

た
の
し
い
こ
と

も　

た
い
せ
つ
な
ひ
と
も　

ま
っ
て
い

る
か
も
し
れ
な
い
」（
原
文
マ
マ
）。　

　

絵
本
製
作
ユ
ニ
ッ
ト
「
え
ほ
ん
de
み

ら
い
」
が
製
作
し
た
『
て
を
つ
な
ご
う
』

は
、
主
人
公
の
た
ぬ
き
の
「
た
ろ
」
と

き
つ
ね
の
「
き
っ
つ
」
が
出
会
い
を
通

し
て
、
未
来
は
明
る
い
こ
と
、
一
人
で

は
な
い
こ
と
に
気
づ
い
て
い
く
物
語
。

　

作
者
の
高
原
和
樹
さ
ん
と
永
井
み
さ

え
さ
ん
は
、
社
会
人
に
な
っ
て
始
め
た

児
童
養
護
施
設
で
の
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
き
っ
か
け
に
、
子
ど
も
た
ち
が
将

来
に
対
す
る
不
安
を
抱
え
て
い
る
こ
と

を
知
り
、
絵
本
を
通
し
て
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
伝
え
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

製
作
を
進
め
て
い
く
内
に
、
一
方
的

に
作
る
の
で
は
な
く
、「
子
ど
も
た
ち
が

参
加
す
る
こ
と
で
、
心
の
成
長
に
つ
な

が
る
き
っ
か
け
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と

の
施
設
職
員
か
ら
の
助
言
を
得
て
、
主

人
公
の
名
前
を
子
ど
も
た
ち
に
付
け
て

も
ら
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。
本
会
児
童

福
祉
施
設
協
議
会
を
通
じ
て
募
集
し
た

と
こ
ろ
13
の
児
童
養
護
施
設
か
ら
名
前

の
候
補
が
上
が
り
、
そ
の
中
か
ら
名
前

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
10
月
に
発
行
し
、
施
設
が

あ
る
地
域
の
書
店
に
置
い
て
も
ら
え
る

よ
う
働
き
か
け
て
い
ま
す
。
書
店
回
り

を
す
る
高
原
さ
ん
は
「
子
ど
も
た
ち
が
、

自
分
た
ち
も
関
わ
っ
た
絵
本
を
、
近
く

の
書
店
で
見
つ
け
て
、
自
信
に
つ
な

が
っ
て
く
れ
た
ら
」
と
語
り
ま
す
。

　
ま
た
、「
周
囲
が
児
童
養
護
施
設
の
こ

と
や
子
ど
も
た
ち
の
日
常
の
様
子
を
知

ら
な
い
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
の
普
段

の
姿
が
あ
ま
り
に
も
知
ら
れ
て
い
な
い

こ
と
に
改
め
て
驚
き
ま
し
た
」
と
永
井

さ
ん
。
絵
本
を
広
め
る
中
で
、
親
元
で

暮
ら
す
こ
と
が
で
き
な
い
子
ど
も
た
ち

の
現
状
が
知
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
に
気

づ
い
た
と
言
い
ま
す
。

　
「
周
囲
に
正
し
い
理
解
が
広
が
る
よ
う

に
絵
本
を
活
用
し
て
ほ
し
い
。
絵
本
を

持
っ
て
読
み
聞
か
せ
の
活
動
を
行
う
ほ

か
、
今
後
は
子
ど
も
た
ち
と
物
語
を

作
っ
て
み
た
い
」
と
お
二
人
は
今
後
の

抱
負
を
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

（
企
画
調
整
・
情
報
提
供
担
当
）

 

え
ほ
ん
de
み
ら
い

子
ど
も
た
ち
に
明
る
い
希
望
と
未
来
を
伝
え
た
い

「えほんdeみらい」の高原和樹さん
（右）、永井みさえさん（左）
普段、高原さんは製薬会社で働き、永井
さんは絵本作家として活動している

◆えほんdeみらい
　URL  http://ehon-de-mirai.com/

絵本の表紙。たろ（左）ときっつ（右）の
笑顔が並ぶ

◆次回読み聞かせイベントのご案内◆
『扇町BOOKふぇすてぃばる』
平成28年５月14日（土）11：00～17：00（参加無料　
事前申込不要）「海老名駅西口中心広場」「プロムナ
ード（西側）」（海老名市扇町）詳細は↓にて随時発
信されます。http://www.ebina-ougi-cho.jp

取材の日は商業施設の書店で読み聞かせ
会が行われた。終了後も会場に残った子
どもたちと絵本を読む二人

絵本 表紙 た （左）とき （右）

取材の日は商業施設の書店 読み聞かせ
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